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Jun Sugimoto 原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」 3
　

日
本
原
子
力
産
業
協
会
の「
原
子
力
新
年
の
集
い
」

が
一
月
八
日
、
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
（
東
京
都
港

区
）
で
開
催
さ
れ
、
会
員
企
業
等
、
政
府
関
係
、

駐
日
大
使
館
な
ど
か
ら
約
九
〇
〇
名
が
参
集
し
、

新
し
い
年
の
幕
開
け
を
慶
び
親
睦
を
深
め
た
。

　

年
頭
挨
拶
に
立
っ
た
今
井
敬
会
長
（
写
真
）
は
、

昨
今
の
異
常
気
象
を
振
り
返
り
、「
気
候
変
動
の

危
機
感
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
」
と
し
た
上

で
、
地
球
温
暖
化
の
要
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
排

出
の
削
減
の
た
め
、「
原
子
力
発
電
は
必
要
不
可

欠
」
と
強
調
。
一
方
で
、
国
内
の
原
子
力
発
電
の

現
状
に
つ
い
て
「
九
基
し
か
動
い
て
い
な
い
。
今

年
は
し
ば
ら
く
数
基
が
止
ま
る
可
能
性
が
あ
る
」

と
懸
念
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
の
国
際

公
約
を
果
た
す
べ
く
、「
二
〇
三
〇
年
度
時
点
で

三
〇
基
程
度
の
稼
働
が
必
要
」
と
、
残
る
プ
ラ
ン

ト
の
早
期
再
稼
働
と
と
も
に
四
〇
年
超
プ
ラ
ン
ト

の
運
転
期
間
延
長
に
産
業
界
と
し
て
意
欲
を
示
し

た
。
さ
ら
に
、
年
内
に
も
次
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
策
定
の
議
論
が
開
始
さ
れ
る
見
通
し
か
ら
、

新
増
設
・
リ
プ
レ
ー
ス
の
必
要
性
も
含
め
「
長
期

的
視
点
に
立
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
子
力
政
策
」

が
図
ら
れ
る
よ
う
切
望
。
ま
た
、
欧
米
に
お
け
る

次
世
代
型
原
子
炉
開
発
の
躍
進
に
言
及
し
、「
国

際
的
潮
流
か
ら
取
り
残
さ
れ
ぬ
よ
う
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
に
お
け
る
産
官
学
の
一
層
の
連
携
が

必
要
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

来
賓
と
し
て
訪
れ
た
牧
原
秀
樹
経
済
産
業
副
大

臣
は
、
福
島
復
興
・
廃
炉
汚
染
水
対
策
の
取
組

や
国
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
巡
る
課
題
と
と
も

に
、
中
国
の
国
産
原
子
炉
建
設
や
米
国
の
八
〇
年

運
転
な
ど
、
海
外
の
原
子
力
動
向
に
も
触
れ
、「
現

実
を
し
っ
か
り
直
視
し
た
上
で
、
原
子
力
を
含
め

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
舵
取
り
を
行
っ
て
い
く
」

と
強
調
。

　

ま
た
、
電
気
事
業
連
合
会
会
長
の
勝
野
哲
氏

は
、
電
力
業
界
の
信
頼
回
復
や
電
力
イ
ン
フ
ラ
の

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
、

二
〇
一
九
年
の
振
り
返
り
を
披
露
。
特
に
原
子
燃

料
サ
イ
ク
ル
に
関
し
て
は
、「
長
期
的
視
点
に
立
っ

て
一
貫
性
を
持
っ
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
し

て
、
現
在
原
子
力
規
制
委
員
会
に
よ
る
審
査
が
大

詰
め
と
な
っ
て
い
る
六
ヶ
所
再
処
理
工
の
早
期

し
ゅ
ん
工
に
向
け
引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
姿
勢

を
示
し
た
。「
原
子
力
産
業
の
ま
す
ま
す
の
発
展

を
祈
り
」
と
、
車
谷
暢
昭
副
会
長
（
東
芝
会
長
）

が
音
頭
を
取
り
、
一
同
は
祝
杯
を
上
げ
た
。 

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で

は
、
両
市
の
由
緒
あ
る
ホ
テ
ル
・
旅
館
（
そ
の
三
）

に
つ
い
て
述
べ
る
。
重
厚
な
外
観
に
煌
び
や
か
な

部
屋
、
ウ
ィ
ー
ン
最
高
の
伝
統
と
格
式
を
誇
る
ク

ラ
シ
ッ
ク
ホ
テ
ル
、
ホ
テ
ル
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
は
、

一
八
七
三
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万
博
時
に
フ
ラ
ン
ツ
・

ヨ
ー
ゼ
フ
皇
帝
に
よ
り
、
ヴ
ァ
ン
テ
ン
ブ
ル
グ
公

爵
の
宮
殿
跡
に
設
立
さ
れ
た
。
皇
帝
御
用
達
の
迎

賓
館
と
し
て
各
国
の
王
・
皇
室
メ
ン
バ
ー
や
大
統

領
を
迎
え
入
れ
て
き
た
。
二
〇
〇
二
年
に
は
平
成

天
皇
皇
后
両
陛
下
も
お
泊
り
に
な
ら
れ
て
い
る
。

室
内
は
豪
華
な
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
と
ク
ラ
シ
カ
ル
で

重
厚
感
の
あ
る
雰
囲
気
に
圧
倒
さ
れ
る
。
ケ
ル
ン

ト
ナ
ー
リ
ン
グ
通
り
沿
い
、
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
で
有
名
な
楽
友
協
会
の
向
か
い
に
立
地
し

て
お
り
、
徒
歩
で
市
内
を
観
光
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
地
下
鉄
や
ト
ラ
ム
の
乗
り
場
に
も
近
い
。
格

式
高
い
ホ
テ
ル
で
あ
る
が
、
ス
タ
ッ
フ
は
皆
気
さ

く
で
親
切
で
あ
る
。

　

一
方
、
京
都
御
三
家
の
最
後
を
飾
る
炭
屋
旅
館

は
、
大
正
初
期
の
一
九
一
二
年
創
業
。
市
の
中

心
三
条
通
か
ら
麩
屋
町
通
を
南
に
入
っ
た
狭
い
路

地
、
閑
静
な
家
並
み
が
続
く
一
角
に
あ
る
。
重
厚

に
し
て
簡
素
な
数
寄
屋
造
り
の
堂
々
た
る
外
観
が

印
象
的
。
本
館
は
年
季
の
入
っ
た
床
や
狭
い
幅
の

廊
下
な
ど
老
舗
旅
館
の
趣
が
あ
り
、
古
い
木
造
建

築
を
た
っ
ぷ
り
楽
し
め
る
。
新
館
は
現
代
に
合
わ

せ
た
内
装
や
和
ベ
ッ
ド
な
ど
が
配
さ
れ
、
足
腰
に

自
信
の
な
い
方
、
現
代
の
快
適
性
を
求
め
る
方
に

奨
め
ら
れ
る
。風
呂
は
木
の
香
り
高
い
高
野
槇（
こ

う
や
ま
き
）の
湯
船
を
使
用
。
家
族
風
呂
も
あ
り
、

予
約
制
で
時
間
無
制
限
で
利
用
で
き
る
。夕
食
は
、

四
季
折
々
の
京
野
菜
な
ど
を
使
用
し
た
京
懐
石
を

い
た
だ
け
る
。
ま
た
、
お
茶
の
世
界
と
深
い
結
び

つ
き
が
あ
り
、
毎
月
七
日
と
一
七
日
の
夜
に
は
、

夕
食
後
に
茶
室
で
点
て
ら
れ
た
お
茶
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
る
。
お
も
て
な
し
心
で
長
年
愛
さ
れ

続
け
て
き
た
の
が
共
通
し
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
は
ホ
テ
ル
イ
ン
ペ
リ
ア

ル
に
泊
ま
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
中
に
あ
る
高
級

カ
フ
ェ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
・
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
で
食
事

を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
何
と
も
豪
華
な
雰
囲
気

だ
っ
た
。
炭
屋
旅
館
に
も
泊
ま
っ
た
こ
と
は
な
い

が
、
そ
の
前
を
何
回
か
通
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
今

月
も
両
市
の
由
緒
あ
る
ホ
テ
ル
・
旅
館
に
ま
つ
わ

る
話
を
紹
介
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
編

集
部
に
撮
影
を
お
願
い
し
た
ホ
テ
ル
イ
ン
ペ
リ

ア
ル
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■ 

杉
本
純   

元
京
都
大
学
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授

 

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長 

■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 
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ィ
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ン
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京
都  
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杉本純の原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」の第１回からの全記事が次のサイトに掲載されています： http://wattandedison.com/Sugimoto.html
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